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未来を見つめる若者のまなざし
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学
校
を
卒
業
後
、
就
職
し
た
若
者
が
3
年

以
内
に
離
職
し
て
し
ま
う
割
合
は
、
全
国
で

中
学
卒
が
64
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
卒
が

39
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
学
卒
が
32
・
4
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す（
厚
生
労
働
省
の
平

成
26
年
11
月
発
表
「
新
規
学
卒
就
職
者
の
在

職
期
間
別
離
職
率
の
推
移
」）。
若
者
の
早
期

離
職
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
で
き
る
限
り
早
い

段
階
で
の
職
業
教
育
が
有
効
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原
や
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
、
高
校
、
企
業
と
連
携

し
、
就
職
活
動
の
開
始
ま
で
、
ま
だ
余
裕
が

あ
る
時
期
の
高
校
1
・
2
年
生
を
対
象
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
働
く
こ
と
を
知
る
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
と
協
力
し
、「
就
職
ス
キ
ル
を
上

げ
る
」
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
7
月
28
日
、
初
め
て
の
取
り
組
み
「
高
校

生
ジ
ョ
ブ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
夏

休
み
を
利
用
し
、
若
年
者
雇
用
に
実
績
の
あ

る
市
内
企
業
の
中
か
ら
、「
株
式
会
社
コ
イ
ワ

イ
」「
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
小
田
原
工
場
」「
ケ

イ
ミ
ュ
ー
株
式
会
社
小
田
原
工
場
」
の
3
社

を
見
学
。
16
人
の
高
校
生
は
、
地
元
高
校
出

身
の
社
員
か
ら
、
職
場
の
魅
力
や
社
会
人
と

◆
働
く
こ
と
を
知
る

◆
若
年
層
の
高
い
離
職
率

就職して4年めという株式会社コイワイの新井宏平さんから、
3Dプリンターを利用した砂型造形の説明を聞く

アマゾンの社員の「影」となり、働く人を見学

ケイミュー株式会社小田原工場で、住宅用屋根材の説明を受けるライオン株式会社小田原工場で、先輩の体験談に耳を傾ける

若者の「未来」を応援
若年者雇用支援事業   産業政策課　☎33-1514

→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→

社会人になった自分を想像してみよう。
自分らしく働いていたい。
そのために、今することは何だろう。
地域で学んだ若者が、生活者として地域経済の
担い手となり、生き生きと輝けるまちを目指します。

　
高
校
生
ジ
ョ
ブ
ツ
ア
ー
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県
と
市
が
連
携
し
て
、
月
1
回
開
催
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
一
対
一
で
就
職

活
動
の
悩
み
や
模
擬
面
接
、
応
募
書
類
の
添

削
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。

　
　
　 

平
成
27
年
1
月
16
日（
金
）、

　
　

　 
2
月
6
日（
金
）、3
月
6
日（
金
）

　
　 

市
役
所

　
　 

産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
4

●
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要

●
一
人
の
相
談
時
間
は
、
お
お
む
ね
1
時
間

●
対
象
年
齢
は
39
歳
ま
で

し
て
の
心
構
え
、
学
生
時
代
の
過
ご
し
方
な

ど
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
一
日
か
け
て
企
業
を
回
る
こ
と
で
、「
職

場
」
を
体
感
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
生
一
人
が
企
業
の
社
員
一
人
に

「
影
」
と
し
て
張
り
つ
き
、
仕
事
や
会
議
の

緊
張
感
や
熱
気
を
肌
で
感
じ
る
ジ
ョ
ブ
シ
ャ

ド
ウ（
※
）。
「
仕
事
」
を
見
て
、
仕
事
に
打

ち
込
む
人
の
姿
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
就
職
活
動
や
職
業
選
択
に
役
立
て
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　

8
月
7
日
、ア
マ
ゾ
ン
が
若
年
者
へ
の
職
業

教
育
の
支
援
活
動
と
し
て
、小
田
原
フ
ル
フ
ィ

ル
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
で
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
を
実

施
し
ま
し
た
。
企
業
の
地
域
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
、次
世
代
教
育
に
関
わ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

※  

ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
は
、
公
益
社
団
法
人
　

ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
日
本
の
登

録
商
標
で
す
。

　
地
域
企
業
の
魅
力
や
仕
事
の
内
容
を
伝

え
、
そ
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
ジ
ョ
ブ
ス

タ
デ
ィ
。
将
来
、
職
業
を
選
択
す
る
と
き
に
、

企
業
の
知
名
度
で
は
な
く
、
自
ら
の
能
力
を

発
揮
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
活
躍
で
き
る

職
場
と
し
て
地
域
企
業
を
選
ん
で
も
ら
う
た

め
に
、
地
域
企
業
と
高
校
生
が
交
流
す
る

ジ
ョ
ブ
ス
タ
デ
ィ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
約
15
社
が
参
加
し
、
仕
事
の
内
容

◆
就
職
ス
キ
ル
を
上
げ
る

鈴
木
さ
ん
は
、
手
帳
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
で
知
っ
た
手
帳
の
活
用
法

を
参
考
に
、
テ
ス
ト
の
準
備
な
ど
、
計
画
的

に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

ジョブスタディで事業者と高校生が「仕事」をテーマに話し合う
「ジョブトーク」のようす

や
採
用
状
況
、
求
め
ら
れ
る
社
員
像
な
ど
を

説
明
。
少
し
大
人
び
た
表
情
で
企
業
の
人
事

担
当
者
と
向
き
合
う
高
校
生
は
、
真
剣
そ
の

も
の
で
す
。

　
参
加
す
る
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
将
来
希

望
の
仕
事
に
就
く
た
め
に
、
学
生
時
代
を
ど

う
過
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

中矢聖
せい

華
か

さん

小田原高校1年　鈴木耕
こう

大
だい

さん

若者のための働き方相談利用者の声

ジョブシャドウ体験者の声

自己分析の大切さ

想像以上の責任の重さ

→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→

→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→

→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→
場
所

申
込 ジ

ョ
ブ
ス
タ
ディ
今
年
度
も
開
催
!

　
　 

　
平
成
27
年
3
月
13
日（
金
）

　
　 

小
田
原
ア
リ
ー
ナ

　
　 

各
高
校
の
進
路
指
導
教
諭
を
通
じ
て

場
所

申
込

開
催
日

開
催
日

　「仕事」とは、自分が生きていくためだけのもので
はなく、人のため、社会のためにするものであるこ
とに気づきました。そして、想像以上に責任の重さ
を感じました。また、電話やメールを英語でやり取
りしているところを見て、これからは英語の勉強も
頑張ろうと決心しました。

　1月から定期的に「若者のための働き方相談」を活用し、このたび、第一希望か
ら内定をいただきました。初めて相談した頃は、大学を卒業してもアルバイト生活
が続き、「このまま一生就職できないのでは」と心が折れていました。
　それでもあきらめずに頑張れたのは、相談という支援があったからです。自己
分析の大切さを学び、あらゆる視点から自分を見つめ直せたことが、内定につな
がったと思います。

　
若
者
の
た
め
の
働
き
方
相
談

　
ジ
ョ
ブ
ス
タ
デ
ィ

　
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
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小田原市の財政状況
平成25年度の決算概要

　　財政課　☎33-1312問

一般会計とは別に、特定の収入で特定の事業を行う１１の特別会
計と、特定事業の収益を財源に運営する２つの企業会計がありま
す。全会計の収支は黒字となっています。

歳
出

一
般
会
計
の
前
年
度
比
較

　

市
税
は
、
個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
県
か

ら
の
移
譲
に
よ
る
市
た
ば
こ
税
の
増
加
に
よ
り
、
約

４
億
９
３
０
０
万
円
の
増
額
。
ま
た
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
が
約
４
億
８
５
０
０
万
円
、
施
設
整
備

費
の
増
加
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
が
約

３
億
６
１
０
０
万
円
、
市
債
が
約
９
億
６
７
０
０
万

円
増
加
し
、
全
体
で
は
約
27
億
９
０
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

　一般会計の財政状況は市税が増収となったものの、子育て支援や高齢者福祉などの扶助費が増え続
け、非常に厳しい状況にあります。そのため、将来の財政負担を考え限られた財源をメリハリをつけ
て重点配分するなど、収入と支出のバランスを考慮した財政運営に努めています。

　

障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
加
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
民
生
費
が
約

１３
億
６
５
０
０
万
円
増
額
。
ま
た
、
財
政
調
整
基

金
へ
の
約
７
億
円
の
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
、
総

務
費
が
約
４
億
１
８
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た

他
、
小
田
原
地
下
街
再
生
事
業
な
ど
で
土
木
費
が

約
４
億
６
４
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
全
体
で
約

２５
億
８
７
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

自主財源
依存財源

市税 324 億 3,400 万円

繰越金 35 億 6,100 万円諸収入 21 億 1,500 万円
使用料及び手数料 15 億 4,900 万円

その他 13 億 400 万円

国庫支出金
103 億 6,200 万円

市債 55 億 7,200 万円

県支出金
37 億 5,100 万円

地方消費税交付金 19 億 1,000 万円
地方交付税 16 億 3,000 万円

その他 11 億 2,900 万円
民生費 
242 億 1,300 万円

総務費 
77 億 1,100 万円

土木費 
64 億 3,300 万円

教育費
63 億 3,700 万円

衛生費
62 億 8,700 万円

公債費 57 億 8,500 万円

消防費 23 億 6,500 万円
商工費 9 億 8,500 万円

農林水産業費 8 億 1,500 万円
議会費・労働費 6 億 2,200 万円

計653億
1,700万円

計615億
5,300万円

歳入　歳出

※収入済額には、一般会計からの法令などの基準に基づく繰出金などを含みます。
※100万円単位で表示しています。

競輪事業

天守閣事業

下水道事業

国民健康保険事業

国民健康保険診療施設事業

公設地方卸売市場事業

介護保険事業

宿泊等施設事業

後期高齢者医療事業

公共用地先行取得事業

広域消防事業

特別会計　計

水道事業

病院事業

企業会計　計

119億9,600万円
2億2,000万円
75億8,800万円
225億6,200万円

3,300万円
1億6,800万円

121億3,300万円
4億100万円
37億600万円
2,500万円

37億6,500万円
625億9,700万円
27億2,300万円
116億7,500万円
143億9,800万円

116億5,400万円
1億5,700万円
73億7,900万円
221億1,900万円

3,100万円
1億6,100万円

120億9,200万円
3億1,800万円
36億6,200万円

2,500万円
37億6,500万円
613億6,300万円
26億3,700万円
115億7,500万円
142億1,200万円

3億4,200万円
6,300万円
2億900万円
4億4,300万円

200万円
700万円
4,100万円
8,300万円
4,400万円

0円
0円

12億3,400万円
8,600万円

1億円
1億8,600万円

収支差引額支出済額収入済額会計名

特
別
会
計

企
業
会
計

平成25年度特別会計・企業会計の決算状況

歳出歳出
(目的別）(性質別）
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小田原市の財政状況
平成25年度の決算概要

　　財政課　☎33-1312問

● 

扶
助
費

　
生
活
保
護
や
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
医
療

費
の
助
成
な
ど
の
経
費
。
高
齢
化
の
進
展
や
少
子

化
対
策
な
ど
、
社
会
情
勢
に
応
じ
た
福
祉
政
策
に
よ

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２５
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
児
童
手
当

が
減
少
し
た
も
の
の
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

や
保
育
サ
ー
ビ
ス
費
が
増
加
し
、
全
体
で
約

１
億
６
８
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

● 

人
件
費

　
職
員
の
給
与
、
議
員
や
各
種
委
員
の
報
酬
な
ど
の

経
費
。
消
防
広
域
化
に
伴
い
、
消
防
職
員
の
人
件

費
約
１７
億
円
が
広
域
消
防
事
業
特
別
会
計
に
移
動

し
た
他
、
定
年
退
職
者
の
減
少
に
伴
う
退
職
手
当
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
約
２０
億
７
９
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

● 

公
債
費

　

公
共
施
設
を
建
設
す
る
場
合
な
ど
に
借
り
入
れ

た
、
市
債
の
元
金
と
利
子
の
返
済
の
た
め
の
経
費
。

こ
れ
ま
で
の
市
債
残
高
の
減
少
や
、
消
防
施
設
整
備

に
係
る
公
債
費
の
広
域
消
防
事
業
特
別
会
計
への
移

動
に
伴
い
、
約
３
億
５
１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

投
資
的
経
費

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
や
小
田
原
地
下

街
再
生
事
業
な
ど
で
、
約
２０
億
９
３
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

市税収入と義務的経費の推移
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市税 扶助費  人件費   公債費

（億円）

（年度）

※平成２6年３月３１日現在の住民基本台帳による人口１９６，067人で計算。

福祉や子育て環境の充実のために（民生費）

借入金の返済のために（公債費）

道路や公園の整備、まちづくりのために（土木費）

健康や医療対策、ごみ処理などのために（衛生費）

市民を火災や水害から守るために（消防費）

商工業、観光の振興のために（商工費）

農業、林業、水産業の振興のために
（農林水産業費）

議会の運営、労働対策のために（議会費、労働費）

123,504 円

39,337 円

29,510 円

32,807 円

32,053 円

32,336 円

12,055 円

5,023 円

4,144 円

3,171 円

防災対策、住民登録や市庁舎の維持管理などの
ために（総務費）

学校教育、生涯学習施設の整備、文化財の保護
などのために（教育費）

　皆さんが納めた税金のうち、市民税、固定資産税、市た
ばこ税などは、防災対策や学校教育、福祉・子育て環境の
充実など、さまざまな事業に使われています。また、使い
道が限定された目的税として、都市計画税は都市計画事
業などに、入湯税は観光振興などに使われています。

市民１人にいくら使われているの？

市民１人当たりの費用

市民1人当たり納税額   165,425円
市民1人当たり支出額　313,940円

　市の一般会計決算を家計簿に置き換えてみました。
１年間の家計の収入と支出を、一般会計決算額の
１万分の1とすると、次のようになります。

家計簿に置き換えてみると・・・

（万円）

収入  計653万円 支出  計615万円
0

100

200

300

400

500

600

650

給料（市税）
324万円

不動産収入
（財産収入など）
2万円

親からの仕送り
（国・県からの
補助金・交付金など）
188万円

事業収入・預貯金の
取り崩し（繰入金、
繰越金、諸収入）
59万円

パート収入
（使用料など）
２4万円
新規のローン（市債）
5６万円

医療費（扶助費）
154万円

電気代・保険料
（物件費、補助費）
126万円

食費（人件費）
89万円

子どもへの仕送り
（繰出金）
95万円

ローン返済金
（公債費）
58万円

家の改築
（投資的経費）
74万円

貯金（積立金など）
17万円

車の修理（維持修繕費）
2万円

※収入（653万円）と支出（615万円）の差額（38万円）は､翌年度へ繰り越します｡

収入と支出の構成

性
質
別
経
費
の
前
年
度
比
較

義
務
的
経
費

　
支
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
減
ら
す
こ
と
が
難
し

い
、扶
助
費
、人
件
費
、

公
債
費
で
す
。
支
出
に

占
め
る
割
合
が
高
い
と

自
由
に
使
え
る
お
金
が

少
な
く
な
る
の
で
、
弾

力
的
な
運
営
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

扶助費 
154 億 3,600 万円

繰出金 
95 億 4,700 万円

物件費 
90 億 2,300 万円

人件費
88 億 5,300 万円

投資的経費
74 億 3,100 万円

公債費
57 億 8,500 万円

補助費等 35 億 6,900 万円
積立金 9 億 4,900 万円
貸付金 7 億 2,600 万円

維持補修費 2 億 3,400 万円

計615億
5,300万円

歳出歳出
(目的別）(性質別）
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目指せ !  エコスクール !

おだわらっこ☆エコアワード
市内の小学校では、身近な環境を改善する活動に取り組んでいます。
市では、その活動を小学校版・地域環境認証事業「おだわらっこ☆エコアワード」として
認証することで、児童の励みとし、活動の輪が広がることを目指しています。

  環境政策課　☎33-1472

み
ん
な
で
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
! 

阪さ
か

野の

智
也
さ
ん（
6
年
）

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
リ
ー
ン
委
員
会
」は
、
月
1
〜
2
回
の
ア
ル

ミ
缶
回
収
、
週
3
回
の「
学
校
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
」を
行
っ
て

い
ま
す
。「
学
校
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
」で
は
、
校
内
の
み
ん
な

が
よ
く
通
る
場
所
を
掃
除
。
朝
行
う
こ
と
で
、
み
ん
な
が
心
地
よ
く

過
ご
せ
る
1
日
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

池
淵
叶か
な

泰た

さ
ん（
6
年
）

　「
自
然
守
ろ
う
委
員
会
」は
、
学
校
の
自
然
を
守
り
育
て
、
緑
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
、
自
然
豊
か
な
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。1
年

中
花
が
咲
く
よ
う
雑
草
を
抜
い
た
り
、
花
を
植
え
替
え
た
り
、
日
頃

か
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

角か
ど

倉く
ら

一か
ず

樹き

さ
ん（
5
年
）

　
ご
み
を
減
ら
す
大
切
さ
を
学
ん
で
か
ら
、
使
っ
た
紙
の
裏
を
メ

モ
用
紙
な
ど
に
し
て
い
ま
す
。
紙
も
無
駄
に
な
ら
な
い
し
、
ご
み
も

減
っ
て
身
の
回
り
が
き
れ
い
に
な
る
の
で
、周
り
の
み
ん
な
も
喜
ん

で
く
れ
ま
す
。

梅う
め

城き

和の
ど
かさ
ん（
5
年
）

　
ご
み
箱
に
は
、紙
類
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ご
み
が
混
ざ
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。そ
れ
に
気
づ
い
て
か
ら
は
、
で
き
る

だ
け
分
別
す
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
学
校
だ
け
で
な
く
、
家

で
も
分
別
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

田
中
七な
な

海み

さ
ん（
5
年
）

　
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
洋
服
を
ご
み
に
出
さ
ず
、友
達
や
親
戚
に
あ

げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。あ
げ
た
洋
服
を
着
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
し
、
洋
服
が
新
し
い
命
を
持
つ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
富
水
小
学
校
で
は
昨
年
度
、
研
究
授
業
の
テ
ー
マ
に「
ご
み
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
児
童
は
、「
ご
み
を
減
ら
す
大
切
さ
」を
学

び
、
自
分
も
ご
み
を
捨
て
る
地
域
住
民
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
す
る
こ
と
で
、
自
ら
考
え
、
日
常
生
活
の
中
で
自
分
で
で
き
る

こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
行
う
活
動
は
、
学
校
全
体

の「
ご
み
」に
対
す
る
意
識
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
ご
み
を
減
ら
す
大
切
さ
」
を
学
ぶ
授
業
で
は
、
身
近
な
ご
み

の
状
況
や
、
市
全
体
の
ご
み
の
現
状
・
取
り
組
み
を
学
び
、「
自
分

に
は
何
が
で
き
る
の
か
」を
考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
授
業
は
今
年
度
、
富
水
小
学
校
以
外
の
8
校
で
も
実
施
し

ま
し
た
。

学
ん
で
、
自
分
で
考
え
る

他
校
に
広
が
る
「
ご
み
を
減
ら
す
大
切
さ
」

富
水
小
学
校

〜
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ
を
育
む
　
学
校
づ
く
り
〜

「
お
だ
わ
ら
っ
こ
☆
エ
コ
ア
ワ
ー
ド
」に
認
証
さ
れ
た

富
水
小
学
校
に
は
、
12
月
24
日（
水
）に
、

認
証
盾
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
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年
間
の
工
事
に
よ
り
「
丹た

ん

那な

ト
ン
ネ
ル
」
が
貫

通
。
東
海
道
線
は
、
国
府
津
か
ら
熱
海
を
経

て
沼
津
ま
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

同
年
12
月
、
従
前
の
東
海
道
線
で
あ
っ
た
「
国

府
津
―
御
殿
場
―
沼
津
」
間
は
、「
御
殿
場

線
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
2
県
の
12
市
町
を
走
る
御
殿
場
線

に
は
19
駅
あ
り
、
神
奈
川
県
内
の
8
駅
で
は

毎
日
約
1
万
4
0
0
0
人
が
乗
降
し
て
い
ま

す
。
沿
線
に
住
む
人
の
重
要
な
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
る
他
、
山
・
川
・
海
の
あ
る
富
士
・

箱
根
・
伊
豆
と
い
っ
た
観
光
地
を
結
ん
で
い
る

た
め
、
観
光
路
線
に
も
な
って
い
ま
す
。

　

御
殿
場
線
の
沿
線
自
治
体
は
、
地
域
住
民

の
利
便
性
と
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
1
9
6
4（
昭
和
39
）年
に

協
議
会
を
設
立
。
現
在
は
「
御

殿
場
線
利
活
用
推
進
協
議
会
」

と
し
て
、
沿
線
の
駅
を
拠
点
に
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

利
用
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　　 　御殿場線利活用推進協議会ホームページ

「ごてんばせんネット」で検索

東
海
道
線
の「
箱
根
越
え
」
ル
ー
ト

　
1
8
7
2（
明
治
5
）年
10
月
、
日
本
初

の
鉄
道
が
品
川
―
横
浜
間
で
開
業
し
て
か

ら
、
各
地
で
多
く
の
路
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

1
8
8
6（
明
治
19
）年
、
東
京
―
京
都
を
結

ぶ
幹
線
を
「
東
海
道
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
。

1
8
8
7（
明
治
20
）年
に
は
、
国
府
津
か
ら

沼
津
に
至
る
「
箱
根
越
え
」
ル
ー
ト
が
決
ま

り
、
1
8
8
9（
明
治
22
）年
に
国
府
津
―
沼

津
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
御
殿
場
線

の
始
ま
り
で
す
。
当
時
は
、
国
府
津
・
松
田
・

山
北
・
小
山（
現
在
の
駿
河
小
山
）・
御
殿
場
・

佐
野（
現
在
の
裾
野
）・
沼
津
の
７
駅
で
し
た
。

東
海
道
線
か
ら
御
殿
場
線
へ

　

産
業
の
発
達
に
伴
い
、
旅
客
や
貨
物
が
増

加
。
国
府
津
―
御
殿
場
―
沼
津
間
に
は
傾
斜

が
多
く
、
輸
送
の
障
が
い
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
熱
海
―
三
島
間
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
す

こ
と
を
決
め
、
1
9
3
4（
昭
和
9
）年
、
16

明治の鉄道創世期に東海道線として誕生した御殿場線は、
いくつもの変遷を経て現在に至りました。

現在の御殿場線となってから、12月で、80年になります。

御殿場線80周年

御
殿
場
線
の
歩
み

観
光
地
を
結
ぶ

国府津―御殿場―沼津間電化記念
（1968（昭和43）年）

  都市計画課　☎33-1267

豊かな自然の中を走る
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尾
張
国
平
島
村
に
生
ま
れ
る
。
江
戸
で
私
塾「
嚶

鳴
館
」を
開
き
、
上
杉
鷹
山
の
教
育
に
も
当
た
っ
た
。

尾
張
藩
の
藩
校「
明め

い

倫り
ん

堂ど
う

」の
総
裁
と
な
り
、庶
民
の

教
育
に
も
力
を
注
い
だ
。
平
洲
の
思
想
は
、『
嚶
鳴
館

遺
稿
』や『
嚶
鳴
館
遺い

草そ
う

』な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。

　
東
海
市
で
は
、平
洲
の「
学が

く

思し

行こ
う

相
まって
良
と
な

す
」と
い
う
教
え
を
根
幹
に
、体
験
学
習
を
重
視
す
る
学
校
教
育
を
進
め
て
い
る
。

細ほ
そ

井い

平へ
い

洲し
ゅ
う

の
私
塾
「
嚶
鳴
館
」
に
は
、
上う

え

杉す
ぎ

鷹よ
う

山ざ
ん

を
は
じ
め
多
く
の
人
が
学
び
ま
し
た
。

平
洲
ゆ
か
り
の
先
人
と
、
同
時
代
に
各
地
で
私
塾
を
開
い
た
先
人
を
紹
介
し
ま
す
。

細
井
平
洲
と
江
戸
時
代
の
教
育
者

【
山
形
県
米
沢
市
】

【
長
野
県
木
曽
町
】

【
大
分
県
日
田
市
】

【
愛
知
県
東
海
市
】

　
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
小
田
原

各
地
の
先
人

  

尊
徳
記
念
館
　
☎
36 - 

2
3
8
1

　
高た

か

鍋な
べ

藩
主
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
米
沢
藩
第
8
代

藩
主
上
杉
重し

げ

定さ
だ

の
養
子
と
な
る
。
細
井
平
洲
か
ら
藩
主

教
育
を
受
け
た
。
自
ら
率
先
し
て
倹
約
に
努
め
、藩
の
改

革
に
着
手
し
、
積
極
的
な
殖
産
政
策
を
推
進
し
た
。
藩

校「
興こ

う

譲じ
ょ
う

館か
ん

」を
設
立
し
、人
材
育
成
に
も
努
め
た
。
隠

居
後
は
藩
政
を
後
見
し
、藩
政
改
革
を
成
し
遂
げ
た
。

　
米
沢
市
で
は
、鷹
山
の
心
や
米
沢
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先

人
の
考
え
方
を
紹
介
す
る
た
め
、郷
土
道
徳
資
料『
ふ
る
さ
と
米
沢
の
心
』を
作
成
し
、

小
・
中
学
校
で
配
布
し
て
い
る
。

　
代
官
の
家
に
生
ま
れ
る
。
全
国
的
な
飢き

饉き
ん

が
発
生

す
る
と
、
領
内
を
巡
視
す
る
な
ど
救
済
に
尽
力
し
、

多
く
の
人
が
餓
死
を
免
れ
た
。そ
の
業
績
が
認
め
ら

れ
、
尾
張
藩
の
家
老
職
に
迎
え
ら
れ
た
。
隠
居
後
は

江
戸
に
住
み
、
細
井
平
洲
な
ど
多
く
の
学
者
と
交
流

し
た
。
優
れ
た
漢
詩
を
作
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
木
曽
町
で
は
、
先
人
た
ち
が
培
っ
た
歴
史
や
文
化

な
ど
を
考
察
し
、
山
間
地
方
に
お
け
る
人
と
人
の
在
り
方
を
探
求
す
る
た
め
に
、「
木

曽
学
」の
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　
豊ぶ

ん

後ご

国の
く
に

日
田
に
生
ま
れ
る
。
寺
の
学
寮
を
借
り
て

開
塾
。そ
の
後
、場
所
や
名
称
を
変
え
、私
塾「
咸か

ん

宜ぎ

園え
ん

」を
開
い
た
。
咸
宜
園
で
は
、門
下
生
の
学
力
を
引

き
上
げ
な
が
ら
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育

を
行
っ
た
。
開
塾
か
ら
1
8
9
7（
明
治
30
）年
の
閉

塾
ま
で
に
、
約
5
0
0
0
人
の
門
下
生
が
巣
立
ち
、

国
内
で
最
大
の
私
塾
と
なっ
た
。

　
日
田
市
で
は
、「
治
め
て
後
、
学
ば
せ
る
」「
師
弟
同
行
」な
ど
の
咸
宜
園
教
育
の
理

念
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
と
考
え
、学
校
教
育
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

細ほ
そ

井い

平へ
い

洲し
ゅ
う

1
7
2
8（
享
保
13
）～
1
8
0
1（
享
和
元
）年

教
育
者

上う
え

杉す
ぎ

鷹よ
う

山ざ
ん

1
7
5
1（
宝
暦
元
）～
1
8
2
2（
文
政
5
）年

米
沢
藩
第
9
代
藩
主

山や
ま

村む
ら

蘇そ

門も
ん

1
7
4
2（
寛
保
2
）～
1
8
2
3（
文
政
6
）年

学
者
代
官

廣ひ
ろ

瀬せ

淡た
ん

窓そ
う

1
7
8
2（
天
明
2
）～
1
8
5
6（
安
政
3
）年

儒
学
者
・
漢
詩
人

そ
の
2

　
但た

馬じ
ま

国の
く
に

宿し
ゅ
く

南な
み

村
に
生
ま
れ
る
。
京
都
で
儒
学
、陽
明
学
を
学
び
、故
郷
の
宿

南
村
に
私
塾「
青せ

い

谿け
い

書し
ょ

院い
ん

」を
開
く
。
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、知
識
だ
け
で
な

く
、自
分
自
身
の
行
動
に
責
任
を
持
つ「
慎し

ん

独ど
く

」を
重
ん
じ
た
教
育
を
行
っ
た
。

草
庵
の
教
え
を
受
け
た
人
に
は
、
文
部
大
臣
に
な
っ
た
浜は

ま

尾お

新あ
ら
た

や
久く

保ぼ

田た

譲ゆ
ず
る

な

ど
が
い
る
。

養
父
市
で
は
、「
慎
独
」な
ど
の
教
え
を
基
に
子
ど
も
が
自
主
・
自
立
的
な
生
活

を
送
り
、「
生
き
る
力
」を
育
む
日
と
し
て「
そ
う
あ
ん
く
ん
の
日
」を
定
め
、学

校
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
来
年
1
月
31
日
、
ふ
る

さ
と
の
先
人
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

を
目
指
す「
嚶お

う

鳴め
い

協
議
会
」

に
加
盟
す
る
全
国
14
自
治

体
の
首
長
が
集
ま
る「
嚶
鳴

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　「
嚶
鳴
」
と
は
、
中
国
の

詩
集『
詩し

経き
ょ
う

』に
出
て
く
る

言
葉
で
、
鳥
が
仲
間
を
集

め
て
鳴
き
交
わ
す
と
い
う

意
味
で
す
。
転
じ
て
、「
交

流
し
学
び
合
う
場
」と
し
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
名
称
に
な
り

ま
し
た
。

　
各
市
町
ゆ
か
り
の
先
人

と
取
り
組
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
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❶岩手県釜石市
❷山形県米沢市
❸長野県長野市　❹木曽町
❺小田原市
❻岐阜県恵那市　❼大野町
❽愛知県田原市　❾東海市
�兵庫県養

や

父
ぶ

市
�大分県竹田市　�日

ひ

田
た

市
�佐賀県多

た

久
く

市
�沖縄県沖縄市

嚶鳴フォーラム
参加自治体

【
兵
庫
県
養
父
市
】

　
但た

馬じ
ま

国の
く
に

宿し
ゅ
く

南な
み

村
に
生
ま
れ
る
。
京
都
で
儒
学
、陽

明
学
を
学
び
、
故
郷
の
宿
南
村
に
私
塾「
青せ

い

谿け
い

書し
ょ

院い
ん

」を
開
く
。
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
知
識
だ
け

で
な
く
、自
分
自
身
の
行
動
に
責
任
を
持
つ「
慎し

ん

独ど
く

」

を
重
ん
じ
た
教
育
を
行
っ
た
。
草
庵
の
教
え
を
受
け

た
人
に
は
、
文
部
大
臣
に
な
っ
た
濱は

ま

尾お

新あ
ら
た

や
久く

保ぼ

田た

譲ゆ
ず
る

な
ど
が
い
る
。

　
養
父
市
で
は
、「
慎
独
」な
ど
の
教
え
を
基
に
、
子
ど
も
が
自
主
・
自
立
的
な
生
活

を
送
り
、「
生
き
る
力
」を
育
む
日
と
し
て「
そ
う
あ
ん
く
ん
の
日
」を
定
め
、
学
校
教

育
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

池い
け

田だ

草そ
う

庵あ
ん

1
8
1
3（
文
化
10
）～
1
8
7
8（
明
治
11
）年

儒
学
者

�

��
�

�

❾❻
❹

❽

❼

❺

❸
❷

❶

　来年1月、回を重ねてきた「嚶
おう

鳴
めい

フォーラム」を小田原
にお迎えします。平成20年の市長就任後、台風の影響
で残念ながら中止となった昨年度を除き、私も毎年この
フォーラムに参加し、深く学ばせていただいてきました。
　『代表的日本人』（内村鑑

かん

三
ぞう

著）に名を連ねる中江藤
とう

樹
じゅ

・上杉鷹
よう

山
ざん

・二宮尊徳、高名な儒学者である佐藤
一
いっ

斎
さい

、画家であり蘭学者でもある渡辺崋
か

山
ざん

、鷹山の師
匠である細井平

へい

洲
しゅう

、幕末に大きな影響を与えた佐久間
象
ぞう

山
ざん

など、毎回改めて出会う先人たちの足跡と遺訓は、
過去に活躍した人たちの単なる名言や事跡としてくくら
れるべきものではなく、そのまま今という時代の課題解
決に現役として通用するものばかり。
　さらに、毎回のフォーラムで感銘を受けるのは、それ
らを活

い

かして現代のまちづくりに精進されている、開催
地の首長さんたちの姿勢です。嚶鳴フォーラムの発起
人であり会長である東海市の鈴木市長の人づくりにか
ける思いの深さを筆頭に、合併後の恵那市で一斎の教
えを軸にまちづくりを進める可

か

知
ち

市長、卓越した行動力
で竹田市の歴史や文化の深みを発信し続ける首

しゅ

藤
とう

市
長、鷹山の足跡をなぞるように温

ぬく

もりのある施策を次々
に展開されている米沢市の安部市長…。各地域は、地
方都市共通の課題に加えそれぞれが固有の難題などを
抱えていますが、それらを越えて、望ましいまちづくりや
人づくりへの思いを吐露し合う場となるこのフォーラム
は、実に貴重な機会なのです。
　フォーラムの生みの親として毎回ご参加いただいてい
る作家の童

どう

門
もん

冬
ふゆ

二
じ

さんは、「このフォーラムは、我が国
における良心の鉱

こう

脈
みゃく

を掘り下げ、繋
つな

いでいくものだ」と、
以前お話しになられました。人口減少と超高齢化、医
療・福祉を支える社会システムの行き詰まり、地域経済
の疲弊、子どもの生きる力の弱まりなど、遭遇したこと
のない時代に突入している私たちには、暗闇や嵐の中
でも迷うことのない、本当の意味での大局観が必要で
す。今回の小田原でのフォーラムが、先人の訓

おし

えを手掛
かりに、私たちが向かうべき方向と、共に歩む絆

きずな

を、しっ
かり確かめる機会になることを祈っています。

「今なお生きる、先人の訓え」

小田原市長　加藤 憲一
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年
末
年
始
は
、
家
族
で
出
掛
け
る
機
会
や

飲
酒
の
機
会
が
多
い
時
期
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
犯

罪
で
す
。
一
人
一
人
が
飲
酒
運
転
を
「
絶
対

に
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」
強
い
意
志
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

1
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

　
少
し
の
油
断
で
相
手
を
見
落
と
し
、
出
合

い
頭
の
事
故
が
多
い
。

●
■�「
自
転
車
は
車
両
で
あ
る
」こ
と
を
意
識
し
、

一
時
停
止
の
標
識
で
は
必
ず
止
ま
る
。

●
■�

自
転
車
に
乗
る
子
ど
も
と
一
緒
に
、
自
宅

付
近
の
一
時
停
止
場
所
を
確
認
す
る
。

2
信
号
機
の
あ
る
交
差
点

　
右
折
車
が
対
向
車
に
気
を
取
ら
れ
、
横
断

す
る
自
転
車
や
歩
行
者
を
見
落
と
し
た
事
故

が
多
い
。

●
■�

自
動
車
は
右
折
前
に
安
全
確
認
し
、
対
向

車
が
い
た
ら
通
過
を
待
つ
。
横
断
歩
道
の

手
前
で
は
減
速
す
る
。

●
■�
自
転
車
と
歩
行
者
は
、
青
信
号
で
も
安
全

確
認
し
、
自
動
車
の
動
き
に
注
意
。
反
射

材
な
ど
を
活
用
す
る
。

3
歩
道

　
自
転
車
の
前
方
不
注
意
で
、
歩
行
者
に
衝�

突
す
る
事
故
が
多
い
。
特
に
、
午
前
8
時
～

9
時
、
午
後
4
時
～
7
時
の
通
勤
通
学
、
帰

宅
の
時
間
帯
に
事
故
が
多
く
、
被
害
者
は
高

齢
者
が
多
い
。

●
■�

自
転
車
が
通
行
可
能
な
歩
道
で
も
「
歩
行

者
優
先
」
の
意
識
を
持
ち
、
車
道
寄
り
を

徐
行
す
る
。
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
そ
う

に
な
っ
た
ら
、
一
時
停
止
す
る
。

　
交
通
教
室
で
は
、
市
の
交
通
安
全
教
育
指

導
員
が
出
向
き
、
実
技
訓
練
、
映
像
や
手
作

り
教
材
を
使
っ
た
講
話
、
体
を
動
か
す
ゲ
ー

ム
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
交
通
安
全
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

［
内
容
］�歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て

［
対
象
］�自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

そ
の
他
の
団
体

［
会
場
］公
民
館
、
集
会
所
な
ど

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
］

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6

交
通
安
全
教
育
指
導
員

小
川
・
鈴
木
・
日
吉
・
増
山

　
「
交
通
教
室
に
参
加
し
た
人
は
、
事
故

に
遭
う
確
率
が
低
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
年
に
１
回
、
定
期
的
に
交
通
教
室
な

ど
に
参
加
す
る
と
、
注
意
し
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
続
き
ま
す
。
交
通
教
室
は
皆
に

必
要
な
も
の
で
す
。
毎
年
内
容
を
変
え
て

い
ま
す
の
で
、
交
通
教
室
の
開
催
に
つ
い

て
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
意
識
を

交
通
事
故
を
な
く
そ
う
年
末
交
通
事
故
防
止
運
動�

12
月
11
日（
木
）～
20
日（
土
）

年
末
交
通
事
故
防
止
運
動

  

無
事
故
で
年
末
　
笑
顔
で
新
年

交
通
事
故
が
発
生
し
や
す
い
場
所

  

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

交
通
教
室

  

楽
し
く
学
べ
る

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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天
守
閣
は
、
再
建
か
ら
50
年
以
上
が
経
過

し
、
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
天
守
閣
に
展
示

し
て
い
る
資
料
は
、
温
度
・
湿
度
の
変
化
、
か

び
や
虫
食
い
に
よ
り
劣
化
す
る
の
で
、
適
切
な

温
度
・
湿
度
管
理
が
で
き
る
展
示
設
備
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
天
守
閣
で
は
、
平
成
27
年
度
の
耐

震
、
展
示
改
修
工
事
に
合
わ
せ
て
、
資
料
の
展

示
環
境
を
整
え
ま
す
。

平
成
27
年
7
月
1
日
〜

28
年
3
月
31
日（
予
定
）

耐
震
補
強
、
展
示
改
修
、

屋
根・外
壁
補
強
、空
調
設
備
な
ど

　
1
8
7
0（
明
治
3
）年
に
廃
城
・
解
体
さ
れ

た
天
守
閣
は
、
写
真
が
あ
ま
り
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
当
時
の
よ
う
す
を
知
る
に
は
、
絵
図
や
文

章
、
模
型
な
ど
が
有
力
な
手
掛
か
り
で
す
。

　

現
在
、
天
守
閣
の
模
型
は
3
基
あ
り
、2

基
を
天
守
閣
で
展
示
。
そ
の
う
ち
の
1
基
は
東

京
大
学
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
も
う
1
基

は
、
大
久
保
神
社（
市
内
城
山
）所
蔵
の
模
型

で
す
。
大
久
保
神
社
所
蔵
の
模
型
は
、
高
さ
が

約
1
メ
ー
ト
ル
30
セ
ン
チ
、
20
分
の
1
の
縮
尺

で
、
外
観
は
3
重
、
中
は
4
階
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
最
上
階
部
分
の
中
央
に
八
角
の
柱
が
あ

る
の
が
特
徴
。
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る

残
る
1
基
の
模
型
も
調
査
し
た
結
果
、
こ
こ
に

戦
い
の
神
様
・
摩ま

利り

支し

天て
ん

像ぞ
う

が
祭
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

小
田
原
城

天
守
模
型
等
調
査
報
告
会

　
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
小
田
原
城
天
守

模
型
3
基
な
ど
の
調
査
の
成
果
を
報
告
し
、

小
田
原
城
天
守
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

日 

時 

12
月
20
日（
土
）

　
　  

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場 

所 

市
民
会
館
６
階
第
6
・
7
会
議
室

主 

催 

小
田
原
城
天
守
模
型
等
調
査
団

  

文
化
財
課
　
☎
33 - 

1
7
1
8

未
来
に
伝
え
る

小
田
原
の
文
化
遺
産

  

観
光
課
　
　
　
☎
23 - 

1
3
7
3

　  

郷
土
文
化
館
　
☎
23 - 

1
3
7
7

天守閣 4 階に展示されている摩利支天像

大久保神社所蔵模型（手前側）。幕末に二の丸御
お

屋
や

形
かた

の増築工事や、早川口御殿の新築工事に関わった、棟
とう

梁
りょう

・香川文
ぶん

造
ぞう

が製作したとする説もある

小田原北条氏初代・北条早雲（伊
い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

）肖像の
模写（原本は早雲寺所蔵）

資
料
の
展
示
環
境

天
守
閣
模
型
を
探
る

2

工
事
内
容

戦
国
時
代
は
小
田
原
北
条
氏
の
拠
点
、

江
戸
時
代
は
江
戸
城
の
西
の
守
り
を

つ
か
さ
ど
って
き
た
小
田
原
城
。

1
9
6
0（
昭
和
35
）年
に
再
建
さ
れ
た

小
田
原
城
天
守
閣
で
は
、

小
田
原
城
や
北
条
氏
の
足
跡
を
伝
え
る
資
料
を
集
め
、

資
料
館
と
し
て
古
文
書
や
武
具
・
刀
剣
類
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

休
館
期
間
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小
田
原
城
址
公
園
こ
ど
も
遊
園
地
で

は
、
来
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第
2
日
曜
日

に
「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
ウ
サ
ギ
や
ア
ヒ
ル
、
ブ
タ

な
ど
の
動
物
と
触
れ
合
っ
た
り
、
午
前
・

午
後
に
そ
れ
ぞ
れ
1
回
、
ポ
ニ
ー
と
ヤ
ギ

に
え
さ
を
あ
げ
た
り
で
き
ま
す
。

　
城
址
公
園
に
は
か
つ
て
、
た
く
さ
ん
の

動
物
が
い
る
「
小
田
原
動
物
園
」
が
あ

り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
動
物
園
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
た
小
田
原
動
物
園
の
イ

メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
空
間
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
に
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
近
年
、
路
線
バ
ス
に
あ
ま
り
乗
っ
た
こ

と
の
な
い
子
ど
も
が
多
く
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
箱
根
登
山
バ
ス
株
式
会
社
と
市

は
、
山
王
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
市

内
で
初
め
て
「
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
路
線
バ
ス
の
乗
車
方
法
や

車
内
で
の
マ
ナ
ー
、
バ
ス
周
辺
で
の
安
全

対
策
を
学
び
、
バ
ス
の
乗
降
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
路
線
バ
ス
に
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
い
、
利
用
を
促
進
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
継
続
的
に
「
バ
ス
の
乗
り
方
教

室
」
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

小
田
原
城
址
公
園
こ
ど
も
遊
園
地

み
ん
な
も
乗
っ
て
み
よ
う
！

  

事
業
協
会（
こ
ど
も
遊
園
地
）

　
　
　
　
　   
☎
22 - 

3
4
1
7

　  
観
光
課
　
☎
23 - 
1
3
7
3

ふ
れ
あ
い
動
物
園

バ
ス
の
乗
り
方
教
室

  

都
市
計
画
課
　
☎
33 - 

1
2
6
7

　
　 

12
月
14
日
、平
成
27
年
1
月
11
日
、

　
　 

2
月
8
日
、3
月
8
日

　
　 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

　
　 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　 

午
後
1
時
～
3
時

　
　 

城
址
公
園
こ
ど
も
遊
園
地

　
　
　 

無
料

　
　
　  

ポ
ニ
ー
、ウ
サ
ギ
、モ
ル
モ
ッ
ト
、

　
　
　  

ヤ
ギ
、ブ
タ
、ア
ヒ
ル

　    
一
般
財
団
法
人
小
田
原
市
事
業
協
会

　
　
　
　http://odaw

ara-jigyo-
kyokai.jp/

※ 

展
示
動
物
の
興
奮
に
よ
る
事
故
な
ど

を
防
ぐ
た
め
、ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム（
え
さ
や
り
）は
、え

さ
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

バ
ス
停
が
新
設

　
12
月
1
日
に
、「
銀
座
通
り
」
バ
ス
停

（
小
田
原
第
一
信
用
組
合
本
店
前
）が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
停
は
、小
田
原
駅
周
辺
の
バ

ス
利
用
者
の
利
便
性
や
歩
行
者
の
回
遊

性
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
バ
ス
事
業

者
、行
政
の
協
働
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
交
通
の
利
用
促
進
、利
便
性
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〈
停
車
す
る
バ
ス
〉

●
● 

関
本
、
栢
山
、
城
東
車
庫
前
、
飯
泉
入

口
方
面
の
箱
根
登
山
バ
ス

●
● 

船
原
・
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
久
野
車

庫
方
面
の
伊
豆
箱
根
バ
ス

●
● 

新
松
田
駅
、
下
曽
我
駅
方
面
、
成
田
工

業
団
地
循
環
の
富
士
急
湘
南
バ
ス

　
停
車
す
る
バ
ス
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
市
の
取
り

組
み
」
を
ク
リ
ッ
ク
→
「
都
市
基
盤
」
の

「
交
通
」
→
「
バ
ス
交
通
」
の
「
路
線
バ

ス
」

主
催

日
時

場
所

展
示
動
物

入
場
料
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こ
れ
ま
で
に
、
12
人
の
「
技
人
」を
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
小
田
原
の
豊
か
な
地
域

資
源
を
守
り
続
け
て
き
た
人
の
姿
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
市
内
公
共
施
設
、広
報
広
聴
課

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

�

　
　
　
　�

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
小
田
原

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
ク
リ
ッ
ク
→

「
つ
な
ぐ
べ
き
小
田
原
の
智
恵
「
技
人
」

（
W
A
Z
A
B
I
T
O
）」
の
「
詳
細
は
こ

ち
ら
」

●�

知
人
を
名
乗
る
知
ら
な
い
人
に
、現
金
を

渡
さ
な
い

　
「
知
人
に
現
金
を
渡
し
て
ほ
し
い
」「
現

金
を
受
け
取
り
に
来
ま
し
た
」な
ど
、
知
ら

な
い
人
に
現
金
や
通
帳
を
渡
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●�

市
役
所
や
税
務
署
の
職
員
を
名
乗
る
人

の
指
示
で
現
金
を
振
り
込
ま
な
い

　
市
役
所
や
税
務
署
の
職
員
が
現
金
や
通

帳
を
要
求
し
た
り
、金
融
機
関
の
A
T
M
の

操
作
を
指
示
し
、
現
金
の
振
り
込
み
を
要

求
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
少
し
で
も
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、一

人
で
悩
ま
ず
、警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
頃
か
ら
、
家
族
で
小
ま
め
に
連
絡
を

取
り
合
い
、被
害
に
遭
わ
な
い
環
境
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や
世
帯
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
、
国
の
最

も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
で
、
日
本
国

内
に
住
む
全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
員
は
、
担
当
す
る
地
域
の
世

帯
を
訪
問
し
、
書
類
の
配
布
や
回
収
を
し

ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
27
年
9
～
10
月
下
旬
の

業
務
に
従
事
で
き
る
調
査
員
を
募
集
し
ま

す
。

　
小
田
原
は
、
温
暖
な
気
候
や
豊
か
な
自

然
、
城
下
町
・
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
な
り
わ
い
」

が
発
達
。
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
彩
り
、

人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　『
技わ

ざ

人び
と（

W
A
Z
A
B
I
T
O
）』
は
、
こ

う
し
た
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
智ち

恵え

」
を
、

今
に
受
け
継
ぐ
人（
「
技
人
」
）を
通
じ
て
紹

介
す
る
情
報
誌
で
す
。

平
成
27
年
国
勢
調
査

つ
な
ぐ
べ
き
小
田
原
の
智
恵

国
勢
調
査

国
勢
調
査
員

  
総
務
課
　
☎
33 - 

1
2
9
5

  

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
2
6
8

調
査
員
を
募
集

『
技
人（
W
A
Z
A
B
I
T
O
）』

　
今
年
1
〜
10
月
に
、
市
内
で
発
生
し
た

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
件
数
は
29
件
。
被

害
総
額
は
1
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
直
接
現
金
を
受
け
取
る
「
現
金
手
渡
し

詐
欺
」
や
、
市
役
所
や
税
務
署
の
職
員
を

名
乗
り
、
だ
ま
す
「
還
付
金
詐
欺
」
な
ど
、

手
口
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●�

電
話
の
話
を
信
じ
な
い

　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
」「
会
社
の
お
金
を
な
く

し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
電
話
が
多
く
か

か
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
、
お
子
さ
ん
、
お
孫

さ
ん
な
ど
名
乗
ら
れ
た
本
人
に
連
絡
し
、事

実
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6

　

小
田
原
警
察
署
　
☎
32 - 

0
1
1
0

市
内
で
も
被
害
が
増
加

小田原地方防犯協会では、防犯キャンペーンを実施
し、振り込め詐欺などへの注意を促しています。

・
20
歳
以
上

・
調
査
期
間
中
、責
任
を
持
っ
て
業
務
を

　
遂
行
で
き
る

・
調
査
中
に
知
り
得
た
秘
密
を
守
れ
る

・
税
務
、警
察
、選
挙
に
直
接
関
係
な
い

　
　
　
　

平
成
27
年
1
月
31
日（
土
）ま
で

　
　
　
　

電
話
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

で
。

　
　

  

1
調
査
区（
50
〜
70
世
帯
）当
た
り

　
　

  

3
万
8
0
0
0
円
前
後

※�
書
類
選
考
と
面
接
で
、採
用
を
決
定
し

ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
市
の
取
り

組
み
」
を
ク
リ
ッ
ク
→
「
統
計
」
の
「
お

知
ら
せ
」
→
「
国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募

集
し
ま
す
」

申
込
方
法

申
込
期
間

申
込
条
件

報
酬

配
布
場
所



14

小田原では、
なんで梅干し作りが
盛んになったのかな？

た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。ア
マ
チ
ュ
ア
だ
け

ど
、
心
意
気
は
プ
ロ
に
負
け
な
い
。そ
ん
な

気
持
ち
で
い
つ
も
稽
古
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

芝
居
屋

　
「
芝
居
屋
」
は
、
演
劇
に
魅み

せ
ら
れ
た
6

人
が
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
で
き
た

小
さ
な
劇
団
で
、
演
劇
と
朗
読
劇
を
上
演
。

活
動
地
域
が
広
く
、
場
所
も
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、「
広
域
演
劇
集
団
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
7
月
に
横
浜
で
旗
揚
げ
。
以

来
、
丁
寧
な
大
人
の
芝
居
作
り
を
心
掛
け
、

何
よ
り
も
舞
台
や
演
劇
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
芝
居
屋
の
「
動
く
朗
読
」は
、
舞
台

演
劇
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、ち
ょ

う
ど
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
観
客
は
目
を

つ
ぶ
っ
て
い
て
も
、
そ
の
情
景
を
思
い
思
い

に
描
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
一
生
懸
命
、
物
事
に
向
き
合
う
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
、
観
客
の
心
に

響
く
作
品
を
届
け
た
い
と
い
う
の
が
、
私

心
に
届
く
お
芝
居
を

Ar t  S c e n e

芝
居
屋
　
朗
読
劇

〜
観み

る
朗
読
、聴
く
演
劇
の
世
界
〜

　
安あ

房わ

直
子
原
作
の
童
話
小
説
を
中
心

に
、
芝
居
屋
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
作
も
上

演
し
ま
す
。

日 

時 

12
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）

午
後
3
時
30
分
開
演

場 

所 

か
も
め
図
書
館
2
階

視
聴
覚
ホ
ー
ル

定 

員 

各
日
1
0
0
人（
申
込
先
着
順
）

料 

金 

無
料

申 

込 

か
も
め
図
書
館

（
☎
49-

7
8
0
0
）に
電
話
で

 

芝
居
屋
　
　 shibaiya_s2006@

 
      yahoo.co.jp

※ 

駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

探
訪

城
下
の
伝
統
工
芸

　

1
5
3
2（
天
文
元
）年
、
鎌

倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
造
営
に
は
、
鎌

倉
や
小
田
原
な
ど
の
職
人
だ
け
で

な
く
、
京
都
や
奈
良
の
先
進
技
術

を
持
っ
た
鋳い

物も

師じ

や
大
工
、
刀
鍛か

冶じ

な
ど
多
く
の
職
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
八
幡
宮
造
営
後
、
小
田
原

に
定
住
し
た
京
都
や
奈
良
の
職

人
た
ち
の
技
術
が
、
小
田
原
の
職

人
技
術
に
影
響
を
与
え
、
茶
湯
釜

「
小
田
原
天て

ん

命み
ょ
う」、
甲か

っ

冑ち
ゅ
う「
小
田

原
鉢は

ち

」な
ど
の
美
術
工
芸
品
や
武

具
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
伝
統
工
芸
の
一
つ
で
あ
る「
小
田
原
漆
器
」は
、
室
町
時
代
中
期
に
、
木
材
を
椀わ

ん

や
盆
、
皿
な
ど
に

加
工
し
、
漆
を
塗
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
北
条
氏う

じ

康や
す

が
塗ぬ

師し

を
城
下
に
招
い
た
こ
と
で

発
展
し
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
実
用
漆
器
と
し
て
江
戸
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。「
ろ
く
ろ
」に
よ
る

挽ひ
き

物も
の

技
法
で
、
木
目
の
美
し
さ
を
生
か
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
小
田
原
の
職
人
が
考
案
し
た
と
い
わ
れ
る「
小
田
原
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

」は
、
折
り
畳
め
て

携
帯
し
や
す
く
、
雨
や
霧
に
強
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。
材
料
に
大
雄
山
最
乗
寺（
南
足

柄
市
）の
ご
神
木
を
使
っ
た
こ
と
か
ら
、「
魔
よ
け
に
な
る
」と
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
か
つ
て
、
鍋
や
釜
、
火
鉢
な
ど
の
日
用
品
か
ら
、
鉄
砲
や
大
づ
つ
と
い
っ
た
軍
事
用
品
ま

で
幅
広
く
製
造
し
、
現
在
で
は
鳴な

り

物も
の

を
中
心
に
製
造
し
て
い
る「
小
田
原
鋳
物
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
統
工
芸
は
、
歴
史
や
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
も
製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
一
度
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
街
か
ど
博
物
館（
全
19
館
の
う
ち
、石
川
漆
器
、柏
木
美
術
鋳
物
研
究
所
、大
川
木
工
所
、露
木
木
工
所
な
ど
）

●
ラ
ス
カ
小
田
原
5
階
　
Wわ

ざ

A
Z
A
屋
　
●
小
田
原
地
下
街「
ハ
ル
ネ
小
田
原
」　
T
た

く

み

A
K
U
M
I
館

●
器
に
小
田
原
漆
器
が
使
わ
れ
て
い
る「
小
田
原
ど
ん
」の
提
供
店（
全
27
店
舗
）

伝
統
工
芸
品
に
触
れ
ら
れ
ま
す

出
掛
け
る
と

も
っ
と
詳
し
く

「芝居屋」メンバー
（後列左から）金子豊さん、川口修さん、
（前列左から）岸井初美さん、金子理佳子
さん（代表）、高村和華奈さん

メ
ー
ル

《 連 載 》 小 田 原 の ア ー ト シ ー ン

小田原漆器
「ろくろ」による

挽物技法のようす

小田原提灯小田原漆器小田原鋳物
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この梅は、曽我梅林で収
穫された「十郎梅」だよ。

水分を蒸発させるために、天日
干しするんだよ。均等に日が当
たるように、手作業で梅の実を
裏返しているんだ。

手作業で丁寧に袋詰めす
るんだ。

みかんちゃんとジョー君の

もの知りで優しいみかんちゃんと、やんちゃなジョー君が、
市内地場産業の事業所を訪ねます。

たくさんの梅の実が、
籠に入っているよ。

大きなタンクに
梅の実が入れられたよ。

塩漬けされた梅の実を
並べているよ。

出てきた水分は
「梅酢」と呼ばれ、
料理や他の漬物に
使われるのよ。

うめ ず

「3日3晩の土用干し」
という言葉があるように、
夏は3日間、冬は1週間
くらい天日干し
するのよ。

天日干しが終わった梅干しを
寝かしているんだ。すぐに出
荷しないで、長期間寝かすも
のもあるんだ。

塩を一緒に入れて、約1か月漬
けるんだ。漬けてから数日たつ
と、塩の作用で梅から水分が出
てくるんだよ。

18％の塩分で漬けているから、
腐ったり、かびが生えたりしないのよ。

梅干しを袋に詰めているよ。

たるが積み重なっているよ。

梅干しがつぶれて
いないか、一つ一つ
確認しながら作業
するのよ。

小田原では、
なんで梅干し作りが
盛んになったのかな？

21 神尾食品工業の巻（梅干し）
神尾食品工業株式会社
所在　飯泉1102

神尾食品工業株式会社は、1937（昭
和12）年に創業した漬物店です。
塩だけで漬ける昔ながらの製法の梅
干しを中心に、梅を使った商品など

を製造・販売していま
す。
今回は、相談役の神尾
秀雄さんに案内しても
らいました。

小田原が梅の産地で、梅干しは
お土産に人気があったからといわれているわ。

「十郎梅」は、小田原で作られ命名された、
小田原発祥の品種なのよ。
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考
え
ま
し
た
。
か
ま
ぼ
こ
を
そ
の
ま
ま
食

べ
る
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
も
い
る
た
め
、

皆
が
好
き
な
鮭
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
合
わ
せ
、

食
べ
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
食
材
を
生
か
し

た
給
食
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

歴史と文化を感じて
大窪小学校

かまぼこと鮭のもみじ焼き

●かまぼこ　１/２本（１cm角）
●秋鮭　２切れ（２cm角）
●塩　小さじ１/２
●こしょう　少々
●日本酒　小さじ１
●マヨネーズ　大さじ３
●にんじん　２０g（すりおろし）
●パプリカ（香辛料）　少々

材　料
秋鮭に塩・こしょうで下味をつけ、日本酒を振り
かける。
マヨネーズ、すりおろしたにんじん、パプリカを
混ぜ、ソースを作る。
アルミカップに❶の鮭とかまぼこを入れ、❷の
ソースをかけて２００℃のオーブンで約１０分焼
く。

❶

❷

❸

作り方

かまぼこと鮭の
もみじ焼き （4人分）

小
田
原
か
ま
ぼ
こ

「
小
田
原
と
い
え
ば
、
か
ま
ぼ
こ
」

そ
う
い
わ
れ
る
く
ら
い
、

か
ま
ぼ
こ
の
名
産
地
と
し
て

全
国
的
に
有
名
な
小
田
原
。

給
食
で
は
、
郷
土
の
伝
統
あ
る
優
れ
た
食
文
化
や
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
食
生
活
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

小
田
原
か
ま
ぼ
こ
を

メ
ニ
ュ
ー
に
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。

　「
か
ま
ぼ
こ
」
は
、
平
安
時
代
の
書
物
に

記
述
が
あ
り
、
そ
の
頃
か
ら
食
べ
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
は
、
程
良
い
弾
力
と

歯
ご
た
え
が
特
徴
で
す
。
そ
の
ま
ま
食
べ

た
り
、
茶
わ
ん
蒸
し
や
う
ど
ん
、
そ
ば
の

具
と
し
て
食
べ
た
り
も
し
ま
す
。

　
今
日
の
献
立
は
「
か
ま
ぼ
こ
と
鮭
の
も

み
じ
焼
き
」。「
全
国
蒲
鉾
水
産
加
工
業
協

同
組
合
連
合
会
」
が
、
11
月
15
日
を
「
か

ま
ぼ
こ
の
日
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
に
ち
な

み
、
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
を
使
っ
た
献
立
を

マヨネーズにすりおろしたにんじんを汁ごと
加えて、紅葉を感じさせる色にしました。

か
ま

さ
け

ぼ
こ

その 8

大窪小学校栄養士・川崎鈴美さん

今
日
の
献
立
は
何
だ
ろ
う
？

季
節
を
感
じ
、

地
域
の
恵
み
を
い
た
だ
く
献
立
・
・
・

学
校
給
食
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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